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1. はじめに 
本研究の目的は、第一に 2020 年度から導入されている小学校外国語科にお
いて、デジタル教科書が実際の小学校でどのように現在使用されているかを調

査することである。第二に、「読むこと」「書くこと」の活動における「思考力・

判断力・表現力等」について、デジタル教科書教材がどのように扱われている

かを調査することである。 
第一の目的については、筆者らが指導のために交流している S市内の小学校
教員に質問紙調査を行ってその結果を検討する。第二の目的については、調査

した S市内の小学校で使用されている検定教科書に付属したデジタル教科書に
ついて調査分析し、デジタル教科書を活用した「読むこと」「書くこと」の効果

的な指導、とりわけ「思考力・判断力、表現力」の育成について示唆を得る。 
 
2．研究の背景 
(1)小学校新学習指導要領 

2017年に改訂された小学校学習指導要領(以下、新小学校学習指導要領)にお
いて、従前は第 5学年から「外国語活動」が必修の「領域」として年間 35時間
実施されてきたが、新小学校学習指導要領では、「外国語活動」は第 3学年と第
4学年で年間 35時間実施される。また、第 5学年からは、新たに教科としての



- 136 - 
 

「外国語科」が設定され年間 70時間実施されることとなった。 
 学習指導要領全体の内容としては、(1)知識及び技能が習得されるようにする
こと、(2)思考力、判断力、表現力等を育成すること、(3)学びに向かう力、人間
性等を涵養すること、を実現するように求めていることが特徴の一つとなって

いる（文部科学省 2018a：18）。 
本論文で扱う小学校外国語科の「読むこと」「書くこと」の目標は次のように

掲げられている。 
 
（読むこと） 
 ア 活字体で書かれた文字を識別し、その読み方を発音することができるよ

うにする。 
 イ 音声で十分慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるよ

うにする。 
（文部科学省 2018a：p.157） 

（書くこと） 
 ア 大文字、小文字を活字体で書くことができるようにする。また、語順を

意識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を

書き写すことができるようにする。 
 イ 自分のことや身近で簡単な事柄について、例文を参考に、音声で十分に

慣れ親しんだ簡単な語句や基本的 な表現を用いて書くことができるよ
うにする。 

（文部科学省 2018a：157） 
 
 さらに、これらの目標に対して、「思考力・判断力・表現力等」の内容が次の

ように掲げられている。 
 

(2)情報を整理しながら考えなどを形成し、英語で表現したり、伝え合った
りすることに関する事項 
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 具体的な課題等を設定し、コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、これらを表現すること

を通して、次の事項を身に付けることができるように指導する。 

ア 身近で簡単な事項について、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や

基本的な表現を用いて、自分の考えや気持ちを伝え合うこと。 
イ 身近で簡単な事柄について、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や

基本的な表現を推測しながら読んだり、語順を意識しながら書いたり

すること。 
（文部科学省 2018a：159） 

 
 以上のような内容をもとにして、2020年度から新小学校学習指導要領が実施
されている。そこで、第 3章では、小学校現場でのデジタル教科書の活用、第
4 章では、実際の指導者用デジタル教科書でどのような教材が扱われるかを調
査する。 
 
(2)小学校における ICTの普及とデジタル教科書 
 文部科学省では毎年「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」

として、学校での ICT環境の整備状況に関して報告書を発表している（文部科
学省 2018c）。これによると、2020年 3月 1日現在の、「教育用コンピュータ 1
台あたりの児童生徒数」は 4.9人（小学校のみで見ると 5.5人、以下同じ）であ
り、普通教室の無線 LAN整備率は 48.9%(51.6%)である。同様に、「普通教室の
大型提示装置（プロジェクタ、デジタルテレビ、電子黒板等）整備率」は

60.0%(69.8%)、「指導者用デジタル教科書整備率」は 56.7%(60.1%)、「学習者用
デジタル教科書整備率」は 7.9%(7.7%)であるとしている。 
 この資料では、過去 10年間の整備状況の推移、各都道府県別の整備状況も掲
載されており、整備が着実に進んでいることが分かる。一方で、2019年末から
新型コロナウイルス(COVID-19)感染症の拡大に伴い、オンライン授業の導入が
進められている。それによって、学校現場で使用するコンピュータだけでなく、
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児童生徒が個人で所持する、いわゆるタブレット PCの導入も進んでいる。 
文部科学省は 2022年度から紙の教科書をデータ化した「デジタル教科書」を
全小中学校に無償で配布することを発表している（朝日新聞2022年1月8日）。
デジタル教科書のメリットとして、中川は（2019）、①書き込みやすい＆消しや
すい、②音声を聞いたり、映像を見たりすることができる、③結果だけでなく

経過に焦点を当てることができることを挙げている（中川 2019：46）。 
 
3．デジタル教科書の活用に関する調査 
(1)調査方法 
 この調査はデジタル教科書の活用について、小学校の教員を対象に実施した

調査である。調査時期は、2021年 5月で、対象は、筆者の 1人が研修等で出入
りしている S市の教育委員会を通じて現場の小学校の教員に依頼した。S市は
人口が約 20万人で、小学校数は 30校である。回答人数は 29名であった。S市
では、指導者用デジタル教材は全校で使用可能となっており、教育委員会のサ

ーバーにアクセスして使用する形態になっている。また、S 市では児童用タブ
レット PC は全員に配付済みであるが、その扱いについては学校ごとに異なっ
ており、今回の調査対象とはしていない。 
 
(2)調査内容 
 調査内容は以下の項目である。 
①デジタル教科書を小学校外国語（英語）活動・外国語科の授業で活用してい

ますか？ 
4.毎時間活用している 3.活用している 2.ほとんど活用していない 1.全く活用
していない 
②デジタル教科書はどんな授業の時に、どのように活用していますか？具体的

にお書きください。 
(i)一斉学習の場面                                                                           
(ii)グループ学習の場面                                                                    
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(iii)個別学習の場面                                                                      
(iv)特別な配慮を必要とする児童生徒等の学習上の困難の低減                                                   
(v)その他（回答例を以下に示します） 
・学習内容の理解を深めたり興味関心を高めたりするため 
・教師の教材準備や黒板への板書の時間を削減し児童生徒に向き合う時間を増

やすため 
・児童生徒の学習の進捗・習熟の程度や学習の過程を把握するため 
③「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」との関連

について 
④デジタル教科書を活用した指導についての課題についてありますか。 
⑤指導と評価について、デジタル教科書を活用して行うことについてのご意見

をお書きください。 
 
(3)調査結果 
 以下に調査結果を示す。なお、②以下の記述式回答を求める項目では代表的

と考えられる回答のみを示している。 
 
①デジタル教科書の利用頻度 
「4.毎時間活用している」が 24名、 「3.活用している」が 4名、無回答が 1
名であった。  
 
②デジタル教科書の活用方法 
(i)一斉学習の場面                                                                           
・チャンツや発音練習、Story を観るなど 
・本時の内容把握。発音を聴く。楽しく活動するため興味を持たせる。 
・リスニングやチャンツ等の動画で活用している。新出単語を提示する 
(ii)グループ学習の場面 
・活動内容の説明 
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・発展的な学習として教科書に登場する外国児童と自己紹介等の疑似体験                                                                    
(iii)個別学習の場面 
・映像資料を児童用Chromebookにイヤホンをつけ個別に見せる 
(iv)特別な配慮を必要とする児童生徒等の学習上の困難の低減                                                   
・デジタル教科書を見る→聞く→音声と一緒に発話する、といったスモールス

テップを踏む 
・イラストを使って話の内容を推測させてから聞く。 
(v)その他 
・学習内容の理解を深める興味関心を高める 
・教師の教材準備や板書の時間を削減し、児童生徒に向きあう 
・授業者では正しい発音等ができないので、デジタル教科書に入っている音声

に頼っている 
 
③「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」 
・「知識・技能」主にインプットの場面で活用している 
・子ども達が映像とネイティブな発音に興味を持ち「主体的に取り組む姿」が

見られた。学習に意欲を持つことができる 
・音声の後に聞いてリピートしたり、発音を聴きとったりするのに適している。

ワールドツアーのように海外の文化に触れ思考を深めることができる 
・リスニングの時に動画付きだとリスニングが難しい子どもにとって助かる。

教科書と同じところを見せられるので、どこをするのかが子供たちにわかりや

すい。 
・本物の発音に触れたり、タイムリーに挿絵などを見たりすることができるこ

とで、教室内に学びの一体感が生まれる。 
 
④デジタル教科書を活用した指導についての課題についてありますか。 
・教師用しかないので、児童用の教材を見てみたい。他のソフトを使用してい

る。 
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・デジタル教科書の動きが悪い時や音声がうまく入らない時があり、子ども達

を待たせてしまうことがあった。 
・全てを使用していくには量が多く指導に合わせて内容の精選が必要と感じる。 
・どのようなコンテンツがあるのかを把握するのに時間がかかる。英語の授業

にかける時間の割合が大きくなり他の授業を圧迫する。 
 
⑤指導と評価について、デジタル教科書を活用して行うことについてのご意見

をお書きください 
・意欲的に活動する子が多い。前に出ることが恥ずかしいという子も楽しく活

動できる。 
・そのユニットでつけたい力や学ばせたい語彙が流れにそって配置されており、

とても使いやすい 
・デジタル教科書をきっかけとして、教師一人一人の指導力が向上すれば、子

どもの技能も向上すると考えられる。 
・聞くだけでは理解できないことも、デジタル教科書で映像を見ることで理解

できることもある。 
・児童に「振り返り」を投稿させ、児童がお互いに「返信」しあっている。児童

の「話す（会話・発表）」の知識・技能面の評価に活用している。 
・デジタル教材に入っている質の高い材料を使うことは授業の質を高めるし、

デジタル教材を児童に提示している間、教員は児童の観察ができるので、評価

はしやすくなった。 
・活動例が発音などを示す時に活用でき、評価のポイントとなる点について子

ども達に具体例を示しながら指導が行えるので、使い勝手は良いと思う。 
 
(4)考察 
デジタル教科書の利用頻度については、ほとんどの教員が毎時間活用してい

ることが分かった。デジタル教科書は、「教師の教材準備や板書の時間を削減し、

児童生徒に向きあうことができる」との回答や、「授業者では正しい発音等がで
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きないので、デジタル教科書に入っている音声に頼っている」等の回答から、

デジタル教科書のメリットとして挙げられているように（中川 2019）、外国語
教育では「音声を聞いたり、映像を見たりすることができる」ことに活用され

ていることがわかる。 
デジタル教科書は、「知識・技能」の育成として、①動画視聴による教科書の

内容把握、②チャンツや発音練習等の音声指導、③デジタル教科書を視聴する

→音声と一緒に発話する等インプットからアウトプットにつなげる練習、④リ

スニング活動から児童のワーク（線で結ぶ、回答を日本語で書く等）、⑤新出語

彙を提示して、音声を聞かせながら文字指導ができること等が挙げられている。

また、「主体的に学習に取り組む態度」では、①児童がアニメーションを視聴す

ることで、教師がゲームや発表の方法等を説明するよりも楽しく学習できる、

②子ども達が映像とネイティブな発音に興味を持ち「主体的に取り組む姿」が

見られた。学習に意欲を持つことができる、③本物の発音に触れたり、タイム

リーに挿絵などを見たりすることができることで、教室内に学びの一体感が生

まれる、④意欲的に活動する子が多い。前に出ることが恥ずかしいという子も

楽しく活動できる等が挙げられている。 
 一方、「読むこと」「書くこと」の活動でデジタル教科書を効果的に活用する

ための指導や「思考・判断・表現」を育成するための指導についての課題があ

ることがわかった。 
 
4. デジタル教科書を活用した「読むこと」「書くこと」の指導のポイント 
(1)「読むこと」の指導のポイント 
『学習者用デジタル教科書実践事例集』における外国語科では、中学校での事

例のみであり小学校の事例は掲載されていない。そのため本論文では、小中連

携の外国語教育を考慮し、中学校の事例を参考にしながら、小学校外国語教育

に焦点を当てたデジタル教科書の指導について述べる。 
デジタル教科書を活用することで、中学校第三学年の「英語読解」では、「読

解や音読活動に対する生徒の苦手意識を払しょくすることができる事例」とし
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て、「デジタル教材（フラッシュカード等）」を活用してスピーディな授業展開

でまとまった分量の英文を素早く読む力を育成することができることや、「デジ

タル教科書と連携した朗読ツール」を活用して、英語の発音に自信がない生徒

に英語の発音を確認させることで、音読活動への積極的な参加を促すことがで

きることや、さらに教科書の本文を見ずに、音声とピクチャーカードから教科

書内容を理解させることで、内容の要点を生徒にしっかりと理解させることが

できること等が述べられている（文部科学省 2019：28-29）。 
これらの事例を参考にして、小学校外国語教育の「読むこと」の指導を考察

すると、ポイントとしては、①意味が分かり音声に慣れ親しんだ英文について、

意味と音声と文字を結び付けるために音声化をする、及び②目的意識をもち、

内容を推測しながら読む、が考えられる。 
まず、①については、第 1に、英語を読む際には、誌面の英文を指で押さえ
ながら音声を聞くよう促したり、音声を繰り返し聞かせたりするなど、音声と

文字を結び付けて捉えられることができるような支援をすることが考えられる。

第 2に、英語をある程度読めるようになることは、英語学習への更なる動機付
けになるとともに、中学校以降の英語学習への円滑な移行を促進することも期

待される。 
次に、②については、何らかの目的（例えば「書いた人は誰かを考える」「視

覚教材等から書かれている内容を推測する」等）を達成するために読ませるこ

とで、「読むこと」における「思考力、判断力、 表現力等」が育成されることが
期待される。 
図 1では、「世界の友だち」として、「ニライさんの行きたい国と、したいこ
とは何でしょう。」という文章を読む。活動としては、(1)行きたい国と、そこ
でしたいことについての内容を読む、(2)ここでは、日本を訪れたいと思ってい
るニライさんの文章を読みながら、なぜ、日本に行きたいのか？を考えながら

読む、(3)自分たちが持っている日本のイメージと同じか違うかを比較しなが
ら読む、(4)ニライさんに同調しながら読み、さらに、この文を読んでニライさ
んが興味を持っていることで教えてあげたいことについて、絵や文で表現する
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ことが考えられる。 
 図 2では、ニライさんのメッセージ（自己紹介）を示している。紙の教科書
にはない機能として、デジタル教科書にはニライさんのスピーチを聞くことが

でき字幕が画面の下に現れる。字幕は、英語と日本語を選択できる。「聞くこ

と」から「読むこと」への活動につなげ、①意味が分かり音声に慣れ親しんだ

英文について、意味と音声と文字を結び付けるために音声化をする、及び②目

的意識をもち、内容を推測しながら読む活動が可能である。さらに「思考力・

判断力・表現力等」を育成するために、友だちが話すことを音声で聞き、そこ

で慣れ親しんだ表現について読む活動を行うことができる。そして、図 1の場
合と同様に、(1)名前、誕生日、誕生日に欲しいもの等について話す、(2)この
少女（ニライさん）になって、自己紹介文を読む、(3)ニライさんの自己紹介と
自分を比較しながら、どういった表現を用いて自己紹介のスクリプトを書くと

友達がより理解してくれるかを考える、という活動が考えられる。 
 

 

図１ 世界の友だち （Here We Go! 6：48） 
 



- 145 - 
 

 
図２「字幕」を読む活動 （Here We Go! 6：48） 

 
(2)「書くこと」の指導のポイント 
『学習者用デジタル教科書実践事例集』の中学校第三学年の「書く活動」では、

①話し言葉を書き言葉に変換させることで、文法の正確さを確かめやすくなる。

例えば、文法学習の場面で、生徒自身が話した文を実際に書き出させることで、

書き言葉としての文法の正確さを確認させる。②教師が誤りを指摘するのでは

なく、 生徒同士で文法上の誤りを確認させることにより、より効果的に文法の
定着を図ることができることがデジタル教科書の活用ポイントとして挙げられ

ている。（文部科学省 2019：31） 
 文法指導については、中学校では「文、文構造及び文法事項」として指導す

ることになっているが、小学校外国語教育では、「文及び文構造の指導に当たっ

ては，文法の用語や用法の指導を行うのではなく、言語活動の中で基本的な表

現として繰り返し触れることを通して指導すること」と言及されている（文部

科学省 2018b：66）。一方、書く活動では、「自分が好きな人やことを他者に紹
介する活動において、“I like baseball. My favorite baseball player is ～.” を
例としながら、自分の考えや気持ちを表現するために、語順を意識しながら、

baseball などの語を替えて、“I like music. My favorite musician is ～.”と書く
こと」等が示されている（文部科学省 2018b：113）。これらのことから、「書く
こと」の指導のポイントとしては、①音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や

基本的な表現を書き写したり書いたりする、という順序性を踏まえること、及



- 146 - 
 

び、②児童に、自分の考えや気持ちを表現するために「書きたい」「自分にもで

きそうだ」という意欲を持たせることが考えられる。さらに、 
基本的な表現を書き写すことを発展させて、語順を意識しながら、一部の語を

置き換えて自分の気持ちや考えを表現することで、「書くこと」における「思考

力・判断力・表現力等」が育成されることが期待される。 
 図３では、「言葉の順序を考えて、英文を作る」活動である。デジタル教科書

で “Soccer”, “ I ”, “like” の其々のカードの音声を聞き、音声で十分に慣れ親し
んだ後に、カードを並び替えて “I like soccer.” の表現を書き写すこと活動を行
う。さらに、“Soccer”を別の単語に置き換えて、“I like tennis. My favorite tennis 
player is ～.” 等「自分が好きな人やことを他者に紹介する活動を行うことがで
きる。 
 

 
図 3 言葉の語順を考えて文を作り、書き写す活動 （Here We Go! 6：68） 

 
図 4では、デジタル教科書を活用して、「単語リスト」の中から語を選んで、
友だちの名前とその友だちができることを書く活動である。友達を一人選んで、

「彼・彼女の名前を書く」ことや「その友だちができることを、語彙を選んで
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書き写す」ことで、(1)友だちができることについて考える、(2)基本的な表現
を書き写すことから、さらに、友人が「何ができるか？」等、できることにつ

いて考え、その表現についてデジタル教科書にある「辞書機能」等を活用した

り、教科書にないことも含めて探して、もっと多く書く、(3)「友人紹介の文」
を書いて、異なったクラスや外国の友達に紹介する。また、「友人の紹介文」

を書いて、「読むこと」と連携させて作者を当てる、といった一連の活動が考

えられる。特に、「他者を意識して「読んでもらう」ことを考えながら書く」

という点は、学習者に「書くこと」の動機付けを与えるという点でも重要であ

る。 
 

 
図 4 友だちの名前と友だちができることを書く活動と単語リスト  

（Here We Go! 5：67） 
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図 5では、「会話を聞いて、将太が行った場所、見たもの、感想を書きましょ
う」の活動では、簡単な語句や基本的な表現を音声で十分に慣れ親ませると同

時に、字幕も活用して「聞くこと」「読むこと」の活動から始める。音声ととも

に流れる字幕は「読むこと」の活動から、児童が語順を意識しながら「書くこ

と」の活動へとつなげるためには効果的である。そして、次頁の自分の考えや

気持ちを表現するための「書くこと」の活動として「思い出に残る行事の発表

（図６）」として、語順を意識しながら自分の「My Best Memory」を書かせる
活動に発展させる。 
さらに、自分の思い出に残る場所やそこでしたことを「友だちに伝えましょ

う」という活動を行う。なお、図 6の右上にある「ワークシート」ボタンをク
リックすると、この活動で使うワークシートが現れ、印刷することができる。

これを使うと、友達に伝えるための文を整理しながら書くことができる。また、

発表の順序を考え、効果的な内容になるように検討することもできる。 
これらの活動によって、まさに小学校学習指導要領が求めている、「思考力・

判断力・表現力等」の育成が期待される。 
 

 

図 5 将太が行った場所、見たもの、感想を記入する（Here We Go! 6：84） 
 



- 149 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 思い出に残る行事の発表  （Here We Go! 6：85 Unit 7デジタル教
科書から） 
 
 
5. 結論及び今後の課題 
 本論文の結論として、第一に、デジタル教科書を小学校の教員がどのように

使用しているかについて調査した。そして、自校サーバーではないことから操

作性がやや低下している事象が見られるなど不具合もあるが、全体としては教

員がデジタル教科書に対して好意的であることがわかった。しかしながら、デ

ジタル教科書の操作方法や含まれている内容について十分に把握できていない

とする回答もあり、この点は小学校の教員が原則としてすべての教科を担当し

なければならず、負担が大きいことなども原因であると考えられる。 
指導内容については、視聴覚教材として内容把握や音声指導が中心であり、

「知識・技能」や「主体的に学習に取り組む態度」を育成する指導に活用して

いることがわかった。また、「読むこと」「書くこと」の指導では活用されてい

ないことや「思考力、判断力、表現力等」の育成には課題があることもわかっ

た。 
2020年度から使用されている検定教科書とその付属のデジタル教科書の内容
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を検討して、「読むこと」「書くこと」について、新学習指導要領で強調されて

いる「思考力、判断力、表現力」を養成するための教材が多く含まれているこ

とを確認した。その内容については本論文の第四章で示されている。 
 今後の課題としては、第一に、2020年度から初めて小学校外国語科の検定教
科書が発行され、印刷版の教科書及び指導者用デジタル教科書がさらに使い勝

手のいいものとなるように、様々な意見交換がなされることが求められる。第

二に、今回初めて発行された学習者用デジタル教科書についても、幅広く普及

していくものと期待されるが、その内容について検討が重ねられることも期待

されるところである。 
（鈴鹿大学・名古屋学院大学） 
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